
講演要旨蝋

ド淵響イト鯛蓋編精密篤農欝

属橋 博

　ド鐸でイト鉱床の精査を軒なうにあたつ瓢位置を精確

に決定することが必要であ難．特にキレート分析法で鉱

床の詳しい調査を行な瀕こは，位置の精確な決定をでき

るようにしなければ，分析結果が無意味となる。

　この籔駒にかなう精密騰慶計（携帯／讐…／）について，性

能・精度・使用仕方・成果・使用．蚕二の注意についで報皆

した、，そ鈴おも癒、熱は　（め　了構猟の普通！響濯）ような重織度

紅よる変化がのぞいてある、、②

鐙）～冊・魏℃，む～濤，鰍）顯の全範翻内で欝m。③　計

器の鐵盛！暴ま憩mご，とで，鍔測で蓋灘までよみとれ苔．

④　長期野外調査で絹いても誤差は黛とんど変わらない．

⑤　気圧の鷺変化としては憩～鋤燃位あらわ潟る，⑥気

獲の変化の大きい撚は，その影響が大，きい．

　使用による成果としては，鉱床講査の精慶が趨．ヒじ，

キレー一ト分析法などと関係して調査の質的向 狂に役立つ

た、地形図の修正が行癒えた．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鉱床部）

購灰償・罫鑓Ψイト申の微灘成分定濃法の鞭究

　　　　　（第1報）

藤欝 正

　！ヌソバナド毛iノヅヂソ酸吸光光度法紅よる石茨石・ド

騨マイト中の婆ソ迅速定量法を確立した、，

　本法の特徴は慈度の悪マ・○．倉3％以下の定量にはメチ

ルイソヅチルケトソによる抽出法を併粥したことで，£！二

れ紅よつて（）．○磁～○．誉駕の墾ソ（匙焦）を短時間1こ（従

来法の約協以下），鉱かも精度よく定量しう業）、

　基礎的硫究としてリソバナ1頓鱒ブデy酸錯塩の線

成，発色条件，抽出条件，防審イオソなどについて検討

した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（技術部）

署茨蠣・ド濃攣イト串の翠純物

井上秀雄
　贋荻岩およびド糞畷イトの導1・馨に捻，い蕉童で次の鉱物

が不純物としで認めら勲．た。

　縢学英《》・イ響イト・カオリy◎・噺ソ董墾群ソ董錘峯幾

黄銅鉱・針鉄鉱。欝多いもの

　その絵石次岩齢中の菱苦土石と，　ド舞マイトの方辮石

が不純物瓢なる甑暴麟ま導知のことであ難．

　贋灰岩とド糊ツイトの中紅含纏三れてくる不純物の種類

は似ているが，その繊現痩轍は蒋干の傾向がみられる尊

　ド獄マイト1ご捻麟犠と藪｝が比較的多く含まれ，贋茨

岩には琢）嘉がより多く1奮まれるようである。また1責惣ぐ

　以上の不純物を地質的にみゐ，と，時代が鷲くなる紅従

い多くなり，内帯より外帯“蝿、のに多く，そして鉱床の

規模が小さく数ぞ）につれて多くな凝）．

　石茨岩・／幡礎イトを利用颪か5》みれ醸いずれも不純

醤勿としてきらわれ難治豊，　．　　～　　　　　そし．

れる亀の捻鐵o、≧と乳05といえる．

　　　　　　　　　　　　　　　　、なり，墨》ρ5が

　　　　　　　　　　　　　　　　　一パィト工業で

は靴似を極度続きらう．ガラス工業では鎌が最もき

　　、悉。セメソト工業では躍褻）と肇斗《》をきらうが

あ寮り間題挺癒つたこと1まない，，

騨遠漸鑑率燕ギ禽議地熱部金の報警
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